
 

 

 

総  務  文  教  委 員 会 
 

令和 6 年 8 月 20 日（火） 

13 時 30 分～  時  分 

第 2 委 員 会 室 

 

【委 員】 芦谷委員長、沖田副委員長、村武委員、岡本委員、永見委員、西田委員 

【議長・委員外議員】 

【執行部】 

  （教育委員会）草刈教育部長、藤井教育総務課長 

【事務局】松井書記 

 

【議 題】 

1  継続審査中の請願について 

 ⑴ 請願第 11号 学校給食の自然塩（天然塩）使用の請願について 

 

2  【取組課題】地域交通について（委員間で協議） 

 

3  その他 



使用場所 使用製品名及び原材料 製造販売者 製造方法

浜田
学校給食センター

　食塩
(原材料：日本の海水) (公財)塩事業センター イオン膜・立釜・乾燥

金城
学校給食センター

　食塩
(原材料：日本の海水) (公財)塩事業センター イオン膜・立釜・乾燥

旭
学校給食センター

　伯方の塩
(原材料：メキシコまたはオーストラリアの天日塩93％、日本の海水7％) 伯方塩業株式会社 溶解・立釜

弥栄
学校給食センター

　伯方の塩
(原材料：メキシコまたはオーストラリアの天日塩93％、日本の海水7％) 伯方塩業株式会社 溶解・立釜

三隅小学校
岡見小学校
三隅中学校

　伯方の塩
(原材料：メキシコまたはオーストラリアの天日塩93％、日本の海水7％) 伯方塩業株式会社 溶解・立釜

※　参考 　精製塩
(原材料：メキシコの天日塩、炭酸マグネシウム) (公財)塩事業センター 溶解、立釜、乾燥、混合

各給食センター及び各校で学校給食に常用している塩について
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